
【第二課題】調査資料A-1
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

ライフスタイルの変化・社会情勢の変化 （３）人口構成の推移による将来の花きの購入金額の予測

花きの消費動向
資料：農林水産省花き産業振興室調べ（花き需要別消費状況調査：
JFTD）

○切花の年齢別の購入金額を平成19年と同額と仮定した
場合、人口構成の推移から将来 の切花の購入金額を推測
してみると 2025年までは微増傾向で推移すると予測され
る ２ ライフスタイルの変化・社会情勢の変化 （２）人口
構成の推移による将来の花きの購入金額の予測（切花）
の切花の購入金額を推測してみると、2025年までは微増
傾向で推移すると予測される。 要因として、切花の購入
金額が高い65歳以上の高齢者世帯数の増加、特に高齢者
単身 世帯数の増加が挙げられる。 ○過去10年のトレンド
を考慮した切花の購入金額（推測値）で、将来の購入金
額総額を推測 すると、2025年には対2007年比で▲28%の
大幅な減少になると推測される。 要因として、65歳以上
の単身高齢者世帯数は増加するが、その他の世帯、特に
65歳未満 の二人以上の世帯の購入金額の減少が大きいこ
とが挙げられる。

○園芸品・同⽤品の年齢別の購入金額を平成19年と同額と仮定
した場合、人口構成の推 移から将来 の園芸品・同⽤品 の購入
金額 を推測してみると 、2015 年までは微増傾向 、 そ の後減
少に転じると予測される。 要因として、2015年までは、65歳
以上の二人以上の世帯数の増加の影響により、微増 傾向 で推
移するが 、2020 年からは 、65歳以上 の世帯数 の増加 が見込
めず 、 一 方 で 、65 歳未満の世帯数の減少により、購入金額
も減少傾向で推移すると考えられる。 ○過去10年のトレンドを
考慮した園芸品・同⽤品の購入金額（推測値）で、将来の購入
金額 総額を推測すると、 2025年には対2007年比で▲28%の大
幅な減少になると推測される。 要因としては、切花と同じく、
65歳未満の 二人以上の世帯の購入金額の減少が大きい と考え
られる。 500,000 ○園芸品・同⽤品の購入金額の推測（２）
（年齢別 の購入額 を過去10 年のトレ ンドで推測し、将来 の
年齢別世帯数 を 乗じて推測） （百万円） 500,000



【第二課題】調査資料A-2

みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

「園芸・庭いじり 」 を余暇活動として 楽しむ 人 は減少しており 、年間平均費⽤
も減少 傾向にある。また、園芸関係の雑誌発行部数も減少している。園芸品・同
⽤品の需要の縮 小が懸念される。

花きの消費動向
資料：農林水産省花き産業振興室調べ（花き需要別消費状況調査：JFTD）

ライフスタイルの変化・家庭内の園芸の形の変化・顧客の変化



【第二課題】調査資料B-1
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

国内における緑化イベントの入場者数

全国都市緑化フェアは、国⺠ひとり一人が
緑の大切さを認識するとともに、緑を守
り、愉しめる知識を深め、緑がもたらす快
適で豊かな暮らしがある街づくりを進める
ための普及啓発事業として、昭和58年
（1983年）から毎年、全国各地で開催され
ている花と緑の祭典です。
過去10年間の総来場数は1500万人超
東京フェアの５００万人を始め、概ね１０
０万人以上のお客様を誘致することができ
ました。中核市として初めて開催した船橋
フェアでは、目標の2倍となる２０万人を超
える方々が来訪しました。このように地域
の実状に則した規模で開催を進め、各地で
盛況に開催されています。

公益財団法人都市緑花機構



【第二課題】調査資料B-2 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

世界の国際園芸博覧会における入場者数

横浜市覧会招致検討委員会
資料3 第3回国際園芸博覧会招致検討委員会



【第二課題】調査資料B-3 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

人が集まる植物のチカラ！植物を取り入れたデザインが集客につながる



人が集まる植物のチカラ！植物を取り入れたデザインが観光資産になる

• シンガポール
都市のシンガポールに緑が多いのかという
と、政府主導で建国当初から「Garden City
（緑（庭園）の都市）」政策に取り組んでき
たからだと言われています。資源も産業も乏
しかった当時のシンガポールが発展するには
外貨の獲得が不可欠でした。そのためにも、
外国人が訪れたい、投資したい、働きたいと
思えるような環境整備をすることが必要で、
緑の多い都市づくりを重要な政策の一つとし
てこれまで進めてきました。

群馬県シンガポール現地レポート2017年12⽉〜シンガポールの緑化政策〜 画像：大和ハウス工業

現在はそれをさらに発展させ
「City in a Garden(緑（庭園）
の中の都市)」のコンセプトに
より、心地よい環境づくりに
取り組んでいます。シンガ
ポール島内には300以上の公園
と4つの自然保護区があります
が、それらの公園をパークコ
ネクターという歩道で結び、
相互の行き来を可能にするな
どの取り組みをすすめ、市⺠
の憩いの場と健康増進の場を
提供しています。

緑が多いことはシンガポー
ルのイメージアップと同時
に、住⺠の生活環境を良く
し、仕事の効率を上げること
にも一役買ってきたと言えま
す。

【第二課題】調査資料B-4
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者



デザイン性の高い植物配置と見せ方を工夫した植栽が求められる

花きの消費動向
資料：農林水産省花き産業振興室調べ（花き需要別消費状況調査：JFTD）
画像：公益財団法人都市緑花機構

【第二課題】調査資料B-5
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者



【第二課題】調査資料B-6-1 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ
記入者

「２０２６年に横浜に花博が来るって本当？」はまれぽ.com

1.横浜のキニナル情報が見つかる！はまれぽ.com

2.横浜市覧会招致検討委員会
資料3 第3回国際園芸博覧会招致検討委員会

本当だった！



【第二課題】調査資料B-6-2
記入者

みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ

横浜市覧会招致検討委員会
資料資料資料資料3 第3回国際園芸博覧会招致検討委員会

旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会招致の会場（案）の旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会招致の会場（案）の旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会招致の会場（案）の旧上瀬谷通信施設における国際園芸博覧会招致の会場（案）の
現在の現場を調査してみた現在の現場を調査してみた現在の現場を調査してみた現在の現場を調査してみた

2019年年年年8月月月月17日撮影日撮影日撮影日撮影



【第二課題】調査資料C-1 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ
記入者

Office environment



【第二課題】調査資料C-2 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ
記入者

働き方改革により重視される働き方改革により重視される働き方改革により重視される働き方改革により重視される オフィス空間の環境改善オフィス空間の環境改善オフィス空間の環境改善オフィス空間の環境改善

社員のストレスを軽減し生産性をあげる
ニーズが高まっている。

従来の企業ブランディングや来訪者への
おもてなしのためのグリーンとは意味合
いが違う。植物は心身に対しどのような
効果があるか？植物の有無によるストレ
ス度チェックを行い植物の種類、量、デ
ザインなどにより結果が変わることをが
わかった。ストレス軽減だけでなく集中
力up！「集中にはリラックスと緊張が共

存した状況が最も効果的」。植物にはリ
ラックスの部分に大きく作用するものと
考えられる。実験の結果、集中時間は植
物が共存するオフィスのほうが約2倍高

まった。心地よく集中力を高められる空
間の演出が企業の生産性に影響を与える
ことが実証された。

Green＆SpaceDesign(株)商店建築者

Office environment



【第二課題】調査資料C-3 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ
記入者

働き方改革により重視される働き方改革により重視される働き方改革により重視される働き方改革により重視される オフィス空間の環境改善！オフィス空間の環境改善！オフィス空間の環境改善！オフィス空間の環境改善！

Office environment



【第二課題】調査資料C-4 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ
記入者

“忙しい母親たち忙しい母親たち忙しい母親たち忙しい母親たち” 母親の就業状況は年々変化している母親の就業状況は年々変化している母親の就業状況は年々変化している母親の就業状況は年々変化している

ベネッセ総合教育研究所
幼児の生活アンケート～乳幼児を持つ保護者を対象に～幼児の生活アンケート～乳幼児を持つ保護者を対象に～幼児の生活アンケート～乳幼児を持つ保護者を対象に～幼児の生活アンケート～乳幼児を持つ保護者を対象に～

幼い子供を持つ母親の就労
体系は年々変化している。
長引く経済不況から専業主
婦→パートタイム→フルタ

イムと母親の就労の時間は
どんどん長くなり、時間的
にも子育てに関する事はこ
ども園への依存度が増えて
いる。また、母親自身の最
終学歴も大学卒業の割合が
増え、子どもの教育に関す
る関心も高いと思われる。

こども園



子育ての中で子どもに体験してもらいたいと考えていること

ベネッセ総合教育研究所
幼児の⽣活アンケート〜乳幼児を持つ保護者を対象に〜

【第二課題】調査資料C-5
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

こども園

多くの⺟親が、他者への
思いやりや社会性、基本
的な生活習慣に子育てで
力を入れている傾向がみ
られる。さらに、自然と
触れ合いながら自身の興
味や関心を広げていくこ
とも望んでいる。しか
し、土に触れる活動は住
宅事情から各家庭で実施
すのが難しい体験と言え
る。

ポイントポイントポイントポイント



乳幼児の人口減少：2030年には181万人減少へ

文部科学省 全日本私立幼稚園連合会 2017
私立幼稚園を取り巻く現状と課題について

【第二課題】調査資料C-6
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

こども園



【第二課題】調査資料C-7 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ
記入者

北陸の保育所普及数が際立っている。共働き家庭の増加北陸の保育所普及数が際立っている。共働き家庭の増加北陸の保育所普及数が際立っている。共働き家庭の増加北陸の保育所普及数が際立っている。共働き家庭の増加
が原因かが原因かが原因かが原因か

文部科学省全日本私立幼稚園連合会 2017

私立幼稚園を取り巻く現状と課題について私立幼稚園を取り巻く現状と課題について私立幼稚園を取り巻く現状と課題について私立幼稚園を取り巻く現状と課題について

新潟県は保育園数
が幼稚園数の4倍ま

で伸びている。共
働き家庭の増加に
より預かり保育を
含めた保育の多く
の時間を保育園
（こども園）に頼
る実態が浮き彫り
になっている。生
活の場としての
「こども園」の設
備環境整備の充実
が望まれる。

こども園



新潟県内認定こども園の数

文部科学省全日本私立幼稚園連合会2017
私立幼稚園を取り巻く現状と課題について

新潟県は「保育所」から「こど
も園」への移行数が順調に伸び
ている。2017年に「こども園」
の数は152園に増えている。これ
からも順次切り替えの時期を迎
える。

【第二課題】調査資料C-8
みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者

こども園



植物が人に与える効果１植物が人に与える効果１植物が人に与える効果１植物が人に与える効果１
（可能性と展開）（可能性と展開）（可能性と展開）（可能性と展開）

園芸福祉より
• 優れた成果環境や美し

い街を誇示するときに
「緑豊かな…」と表現
されることが多いの
は、住環境は、植栽に
よって評価されること
を物語っている。植物
は景観機能だけでなく
生活者に健康やうるお
いを持たせ、季節の移
り変わりを告げてくれ
るなど、日常生活に欠
かせない存在であり、
心身の健康や癒しを与
えてくれる重要な役割
をもつ素材でもある。

『園芸福祉のすすめ』日本園芸福祉普及協会編（創森社）

【第二課題】調査資料 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者



【第二課題】調査資料 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者



横浜市覧会招致検討委員会
資料3 第3回国際園芸博覧会招致検討委員会

【第二課題】調査資料 みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ記入者



・経験から植物の知識業界情報
・アイディア・植栽センス（魅せ方）
・植物以外の素材と融合魅せ方、アートな感性
・長年園芸の仕事に携わっている信用

・新しい分野の人脈がない
・自身の知名度不足
・新分野の経験不足
・協力体制が整備できていない

・時代の変化、環境の変化、人の変化

・社会構造の変化による植物をとりまくお客さまの変化、ライフスタイルの変
化、考え方の変化

・それに伴い年々サービス等方向性の変化が必要になっている
・依頼される仕事内容が変化してきた

・ネット社会が広がり、情報の発信が容易になったため、同時に競合から似
たようなサービス・作品が発生しやすい環境にある。
・すでに業界で地位を確立しているデザイン事務所・園芸店の存在

外
的
環
境

内
的
環
境

好影響 悪影響

Ｓ 強み Ｗ 弱み

Ｏ 機会 Ｔ 脅威

【参考資料】ＳＷＯＴ分析



【参考資料】課題構想書・ＳＷＯＴ版

内
部
環
境

外
部
環
境

好影響 悪影響

Ｓ

Ｏ

Ｗ

Ｔ

■特に解決すべき課題 ■具体的な改善策・解決の方法 ■取組むテーマ

■これからの商品・サービス

■あるべき姿

■これからのターゲット

SWOT分析を踏まえ、今すぐ解決したい問題点3点をあげてく
ださい。

あなたが考える左記３つの課題はどうしたら改善されると思いま
すか。

貴社のポリシー・夢が実現したイメージ

・経験から植物の知識業界情報
・アイディア・植栽センス（魅せ方）
・植物以外の素材と融合魅せ方、アートな
感性
・⻑年園芸の仕事に携わっている信⽤

・新しい分野の人脈がない
・自身の知名度不足
・新分野の経験不足
・協力体制が整備できていない

・時代の変化、環境の変化、人の変化
・社会構造の変化による植物をとりま
くお客さまの（人種）の変化、ライフ
スタイルの変化、考え方の変化

・それに伴い年々サービス等方向性の
変化が必要になってきた
・依頼される仕事内容が変化してきた

・ネット社会が広がり、情報の発
信が容易になったため、同時に競
合から似たようなサービス・作品
が発生しやすい環境にある。
・すでに業界で地位を確立してい
るデザイン事務所・園芸店の存在

①新しい分野での人脈づくり

②ネットの時代、似たような作品アイディ
アが容易に発信される脅威に対する対策

③知名度不足を解消するための仕掛け

①これまで個人客中心だった営業スタイルを転換。
新たな分野への進出。植物を取り入れたデザイン
や体験を含めた構造物を自社のPRに使いたい企
業に働きかける。

②自身のブランド名を決めあらゆる場面で使⽤。
自身の強みとこれからの活動内容を表現。そして
同時に産業知財の保護対策を取る。
③展示の出展やコンペへの参加など新潟県以外の
イベントにも参加の準備を進める。

アイディア・デザイン・コーディネート
力

1.将来を見据え、人員募集、従業員定着
のため「働き方改革」に取り組む企業
2.少子化の中、他との差別化を図り保護
者に園の魅力をPRしたい社会福祉法人

植物を利用した環境改善や空間改善のた
めのアイディア提供することにより、顧
客に求められるクリエーターになる。そ
して、さまざまな形で多くの人に植物の
素晴らしさを伝えられる存在になる。

自社のブランド化を進め「モニ
ター企業募集から施工、そして
施工後の活用・PRを行い 新規

受注する」までのシステムづく
り



【参考資料】ロードマップ分析

社内体制：仕組みづくり

新
分
野
進
出
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ブランド力up

新商品開発PR

戦略

体制

<第一段階>

自社のブランド化を進め県内で特殊
緑化デザインの実績をつくる。キャ
ンペーンでの受注1件

<第二段階>

自社のブランド化を継続。
キャンペーン実績＆通常施工実績を基盤
に県外への進出。

県外での施工受注1件

<第三段階>

自社のブランド確立。
キャンペーン実績＆通常施工実績を基盤
に県外への進出。

県外での施工受注1件

<最終目標>

環境アート特殊緑化デ
ザインの専門家プラン
ツアートクリエーター
になる

新規業務開拓のため社内業
務の整理。スタッフ教育・
業務移行

社内管理の業務、経費配分
の見直し。スタッフへの業
務移行完了。他社への委
託、移行。

社内ネットワーク構築。新
しい働き方のための
社内教育。スタッフ増員

デザイン集の制作
産業財産として商標登録
アート企画に応募

ブランドの明確化

ブランドの発信

ブランドの実践

アート企画に応募
HP・通信の内容を変化

花博2027（未定）
作品公募に応募

植物の特性を活かしたデザイン
パターンを新規開発。県内全域
へのキャンペーンにてモニター
協力企業・法人（工場事務・こ
ども園）を募集

完成工事事例を建設緑花コ
ンクールへ出品。新たな地
域での施工業者と連携

継続的にコンクール出
品。県外国外問わず、
趣旨に合った展示会見
本市などに出展。

1年後 2020

2年後 2021

3年後 2022〜2023



組織図（2019.09〜）

みどりデザイン研究所

デザイン設計部門 PR企画部門 メンテナンス部門 イベント・レッス
ン部門

協力会社・造園会
社他

staff

現在のみどりデザイン研究所の知財を整理し、今後進む方向へ
のエネルギー配分を行う。これまで数年間で構築してきたス
タッフとの結束力・チームワークを活かした構成に変更。



収支概要（2019.09〜）
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事業の基本システム

事業の背景

成果目標・経営成果

サブシステム

組織概要 収支概要 その他

記入者

【第二課題】コンセプトマップ01

コンセプト

ターゲット

みどりデザイン研究所 ごんだいらあやこ

自社のブランド化を進め「モニター企業募集から施工、そして施工後
の活⽤・PRを行い 新規受注する」までのシステムづくり

自社のデザインを確立し、1年後に新規分野の工事を1件受注する。2年後に県
外での実績を1件作ることを目指す。

デザイン設計部門：お客様のニーズに合わせたプランニングを設
計。今後の展開が可能な商品開発も行う。はじめに①のためのデザ
イン開発と②コンテストのためのデザイン開発を行う。

メンテナンス部門：既存客へのサービス（メンテナンス案内・スケ
ジュール調整・実施計画・施工）社員教育

レッスンイベント部門：花と緑のアドバイザー派遣。講演会講師。
公益法人・行政などの植物イベント参加。ネットワークづくり、市
場調査(スタッフアンケートで数値化目指す）社員教育

PR（イベント）企画部門：ブランド力強化部門。ブランド力発信方
法を検討推進。マスコミにプレスリリースを配信する。 システム①
で得られた事例を元に緑化協会コンクール出品。更に事例を活かし
展示会イベント出展。展示会⽤ツール作成→ディスプレイ→開催→

アフターフォロー。また、独自の表現のPRのため趣旨に合ったアー
トコンテストに出品。まずは、①のPR告知DM発信からスタート。

社会全体の“環境”への意識
の高まり、空間や経験の提
供が価値を生む時代。自分
の会社や園をPRする素材と
して植物が利⽤できること
をアピールし事業につなげ
る。

植物の特徴や効果を活
かした創造性豊かな空
間を提供する

1.将来を見据え、人員募集、従業員定着
のため「働き方改革」に取り組む企業
2.少子化の中、他との差別化を図り保護
者に園の魅力をPRしたい社会福祉法人

みどりデザイン研究所

マスコミ
緑化協会

アート委員会

メンテナンス部門
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花と緑のアドバイザー
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地域行政イベント

①

Team G

Team S

②

企 業

こども園

顧 客

施工協
力
会
社

施工発注・

・

・ ・

デザイン提供

発注

国・行政


